
なかよし作品展2020開催！

　10 月 10 日～ 18 日の９日間、「なかよし作品展 2020」が

開催されました。

　このイベントは、障がいがある人とその家族や友だちが

日常生活の中で創作している作品を展示し、交流の場を通

じて触れ合うことを目的に例年実施。

　64 点の絵画や書、工芸、写真などが展示され、多くの

来館者が個性豊かな作品の鑑賞を楽しみました。

　フレッシュ体操クラブは、「その日の身体の状態に合わ

せてできる範囲でできるように、頑張るけれど決して頑

張りすぎない。仲良く楽しく！」をモットーに毎週金曜

日に活動されています。

　「皆さんが楽しく運動している姿が見たいんです。」と

語る指導者の松
ま つ だ

田和
か ず こ

子さんの掛け声に合わせて、参加者

はダンスや筋トレ、ストレッチなどさまざまなメニュー

をこなし心も体もリフレッシュ！

　レッスン中はとても真剣な表情でしたが、休憩中は仲

間との会話を楽しんでいる姿が印象的でした。

　仲間とともに病気に負けない体力づくりに励む、元気

とパワーがある団体です。

体操で心も体もフレッシュ！

　㈱県民サービスより「園の教育環境や保育活動を充実

してもらえれば」との思いから、絵本 80 冊の寄贈と各幼

稚園・こども園で「県民共済 おたのしみおはなし会」を

開催していただきました。

　お話し会では、絵本にちなんだ人形やパネル、紙芝居

などたくさんの小道具が登場。お話に出てくる歌を一緒

に歌ったり、動物のクイズに答えるなど子どもたちは夢

中になっていました。

　それぞれの園で絵本を読むのが楽しみです

ね♪

絵本と楽しいお話をありがとう♪▼ 9 月 29 日　祇󠄀王幼稚園

▼ 10 月 2 日　コミセンきたの

▼ 10 月 10 日　なかよし交流館
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古代の人々は疫
えきびょう

病などに見
み ま

舞われると、顔を描
え が

いた土

器に息を吹き込み、紙などでふたをして川に流すことで、

災いの収束を願ったと考えられています。描かれた顔は、

お祓
は ら

いをした本人とも疫病神とも考えられています。

この古代のおまじないに使用されたと思われる土器が

墨
ぼ く し ょ

書人
じ ん め ん

面土
ど き

器です。

写真の墨書人面土器は、土
は じ き

師器の甕
か め

であり、口径は12.4

㎝、体部径は12.9㎝を測り、８世紀後半頃につくられた土

器です。下
げ げ

々塚
づ か

遺跡という現在の市立野洲病院の辺りを中

心とする古代の集落跡から出土しました。

平城京や長岡京などでみられる墨書人面土器は、顔を

描くことを前
ぜ ん て い

提として土器の表面を調整することがありま

すが、この土器は、日常生活の中で使用される土器と同じ

様につくられています。

４つの顔が確認できますが、一部が欠けていることか

ら当初は５つの顔が描かれていたのかもしれません。

また、４つのうち３つの顔は表情が読み取ることがで

き、それぞれが独特な表情をしています。

墨書人面土器は顔が２つであることが多いので、４つ、

もしくは５つの顔が描かれることは珍しいことです。

今、コロナ禍の私たちがこれまでの日常を取り戻せる

よう強く願い続けているように、古代の人々もこの土器に

さまざまな思いを込めていたのかもしれません。

この墨書人面土器は、秋期テーマ展「地中からのメッ

セージ　－発掘調査で紐
ひ も と

解く－」で展示しています。ぜひ

ご来館ください。 （博物館学芸員　鈴木　茂）

病
び ょ う ま

魔退
た い さ ん

散！
−古代のおまじない−

194

休館日： 月曜日（11月23日は開館）、祝日等の翌日（11月４日㈬・24日㈫）

※市民は入館無料

　（運転免許証やげんきカードなどをご提示ください。）

※ 「関西文化の日」参加館のため、11月14日㈯・15日㈰は無料

※市ホームページ等で事前に開館状況をご確認の上、ご来館ください。

墨書人面土器（下々塚遺跡）

■ 秋期テーマ展「地中からのメッセージ　－発掘調査で紐解く－」

　開催中～11月29日㈰

100歳おめでとう

　100 歳の誕生日を迎えた岩
い わ せ

瀬雪
ゆ き お

雄さん（乙窪）

を市長がお祝いに訪問しました。

　大正９年 10 月８日生まれの雪雄さんは、料理が

得意であったことから、中主小学校で学校給食が

始まった年に調理師として勤務されていました。

　また、洋裁や編み物が好きで、現在も時折編み

物をされているそうです。

　いつまでもお元気で。

▼ 9 月 29 日　野洲図書館本館

安心して暮らせるまちに

　９月は、「世界アルツハイマー月間」として全国

で認知症の啓発が行われました。

　市では、認知症になっても安心して暮らせるま

ちをめざし、認知症に関するチラシやボランティ

アで活動されている野洲市認知症キャラバン・メ

イトの皆さんからのメッセージなどを展示。

　今回の展示に携わっていただいたキャラバン・

メイトの皆さんは、「認知症を正しく理解し、支援

の輪が広がって欲しい。」との思いを語り、認知症

の啓発活動を行いました。

▼ 10 月 8 日
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